ＣＥ分科会　各位

2012年12月11日

金谷　記

化学工学会ＳＩＳ部会

コストエンジニアリング分科会(関西分科会)議事録

１．日時　　2012(H24)年12月10日(月) 15：00～17：00

２．場所　　神鋼エンジニアリング&メンテナンス 本社103会議室
３．出席者（順不同、敬称略）大石、岡本、原、清水、奈良橋、金谷、平井、川端
４．報告・議題

（1） 第44回秋季大会(東北大学 2012年9月19日～21日)について

· 20日午後、当分科会より３件発表した。聴講者は10名程度と少なかった。
· 20日に行われた幹事会の資料と議事録の配布および内容紹介。
（2） 来年活動計画について
· 添付の2013年間活動計画書(案)に基づき討議した。

· 9月16日から開催される第45回秋季大会(於：岡山大学)のシンポジュウムを申し込むこと全員一致で確認した。テーマは来月、各自で考え、案を提供する。エネルギーなど現在にマッチした魅力あるテーマにしたい。最低でも6件は発表する。講演者は次回合宿にて検討する。

· 合宿は2月1日(金)午後に実施予定。(川重有馬予約済)
· その他について基本的には計画書案で進める。

（3） 事業計画「資格制度の設立」について
· 斎藤会長より上記について分科会で取り組みたい意向が示され、討議した。

· 大石さんよりAACEと日本支部での資格制度や現状の説明があり、ガイドブックとして「Skilled & Knowledge」,「TCM」があること、早稲田大学用の教科書があることなどの紹介があった。

· 資格の位置づけが問題であり、認定する資格がどう認知されるか、どう評価されるかが重要な点である。
· 化学工学会の分科会で進めるならば、本部の承認が必要となってくる、この辺をクリアーしなければならない。

· 総論としては賛成であるが、問題点の認識と方向性など明確にする必要性があり、合宿にて時間をかけて討議することにした。
（4） その他

　・ 新しい名簿の配付（本橋さんの関東への異動）

· 関東分科会より原さんが出席され、自己紹介と新たに立ち上げた会社の紹介があった。
· ３分間スピーチ
講演会に参加された平井さんより「新OHMASA-GAS（酸水素ガス）」の紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

